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ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
日
が
続
く
今
日
こ
の

頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
回

の
J
C
O
M
M
通
信
は
、
第
五
回
日
本
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
開
催
の
詳

細
と
J
C
O
M
M
賞
の
ご
案
内
を
中
心

に
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
年
七
月
三
十
日
（
金
）
、
三
一
日

（
土
）
に
福
山
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
第

五
回
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

議
（
Ｊ
C
O
M
M
）
の
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
。
本
会
議
で
は
、
本
年
度
取
り
組

ま
れ
た
M
M
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
現
在
構
想
中
の
M
M
の
計
画
や
、

M
M
に
関
連
す
る
各
種
の
制
度
的
／
研

究
的
な
提
案
や
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア

等
、
多
様
な
ご
発
表
の
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
M
M
に
つ
い
て
多
面

的
に
議
論
で
き
る
、
年
に
一
度
の
機
会
で

す
。
左
記
を
ご
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
大
分
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。　

　 

平
成
二
十
二
年
度
Ｊ
C
O
M
M
賞
の
詳

細
が
決
ま
り
ま
し
た
。
J
C
O
M
M
賞
の

趣
旨
に
つ
い
て
は
、
H
P
を
ご
覧
下
さ
い
。

自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の

ご
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
候
補
対
象

▼
J
C
O
M
M
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

:

モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
務
的
な

「
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
中
で

も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公
衆

の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
構
造
問
題
な
ど

の
交
通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解
消
に
向

け
て
、
効
果
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
一
連
の

持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
授
与
す

る
。

▼
J
C
O
M
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

:

モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連
の
取
り
組
み
の

中
で
実
施
さ
れ
た
「
実
務
的
な
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地

域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、

環
境
問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や

都
市
構
造
問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す

る
諸
問
題
の
緩
和
に
実
際
に
大
き
な
貢

献
を
な
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
，
あ
る
い
は
，
そ

う
し
た
諸
問
題
の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が

り
得
る
新
規
性
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
授
与
す
る
。

▼
J
C
O
M
M
デ
ザ
イ
ン
賞

:

モ
ビ
リ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
取
り
組
み
に

お
い
て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
各
種
ツ
ー
ル

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン

が
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
授
与
す
る
。

 

▼
J
C
O
M
M
技
術
賞

:

モ
ビ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
に
資
す
る
技
術
の
発

展
に
顕
著
に
貢
献
し
た
「
研
究
業
績
」
を

対
象
に
授
与
す
る
。

　　　

● 推薦（応募）の方法
　1)　推薦者 ： 他薦あるいは自薦とする。
　2)　応募書類 ： 別に定める推薦書 1 部に当該業績の関連資料 1 部 ( 論文報告書 ［複数種可］、
　　　　　　　　　　　ツール一式等） を添付。 なお、 JCOMM デザイン賞については、 ツールの現物
　　　　　　　　　　　を添付すること。 推薦書は下記 JCOMM ホームページよりダウンロードして下さい。
                        http://info@ jcomm.or.jp　
　3)　提出方法 ： 郵送、 e-mail のいずれも可。
　4)　提出先 ： 〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 C1-2-4
　　　　　　　　　  JCOMM 実行委員会事務局　e-mail: jcomm@plan.cv.titech.ac.jp

● 審査：JCOMM 実行委員会において行う。 なお、 必要のあるときは、 さらに関係資料の提出を求め
　　　　　　　ることある。 また、 審査の過程で、 応募部門とは異なる部門で審査し、 賞与する場合もある。

● 表彰：第五回 JCOMM において行う。

● 募集期間：平成 22 年 3 月 1 日 （月） ～ 4 月 9 日 （金） 必着

● 問い合わせ先：京都大学大学院　JCOMM 事務局 （担当 ： 藤井 ・ 北川）

　　　　　　　　　　　　　　　e-mail: info@ jcomm.or.jp

H.22 年度ＪＣＯＭＭ賞候補募集案内

第五回日本モビリティ ・
　　マネジメント会議 開催案内
● 主催：一般社団法人 JCOMM

● 会場：広島県福山市　学びの館ローズコム

● 共催：(社 )土木学会 ,福山市，

　　　　(株 )福山コンサルタンツ

● 後援：国土交通省（予定）ほか

● 日時：

　2010 年 7 月 30 日 ( 金 )－7 月 31 日 ( 土 )

● 趣旨：

　　モビリティ ・ マネジメント （ＭＭ） は、 社会心理学や社会学
　などの 「学術的」 な知見を基盤とした、 人々にコミュニケー
　ションで働きかけることにより交通行動の自発的な変化を促す
　「実務的」 な交通施策です。 我が国におけるＭＭ施策が今
　後も効果的 ・ 広範に推進されることを目指して、 行政、 大学、
　コンサルタント等のＭＭ関係者が一堂に会する日本モビリティ
　・ マネジメント会議 （JCOMM） の第五回会議を開催いたします。

●　発表申し込み：
　　下記を明記の上、 京都大学大学院　第五回 JCOMM 事務局
　　(jcomm5th@jcomm.or.jp) まで、 電子メールにてお申し込
　　みください。

　①発表者 ・ 連名者の氏名 ・ 所属／勤務先、②連絡先 ( 住所、
　tel、 e-mail )、③ＭＭで使用したツール展示の可否、④発表
　タイトル、⑤発表概要 （800 字以内 （厳守） で a) 背景と目的

　200 字程度、 b) プロジェクトの内容 200 字程度、 c) 効果 200

　字程度、　d) 結論 200 字程度を記載）、⑥キーワード

  　※　発表申込締め切り ： 2010 年　4 月　9 日 ( 金 )

　　※　発表形式にはポスター発表 （ポスター掲示と説明）、 口頭

　　　　 発表 （スクール形式での口頭発表） の 2 通りありますが、

          個々の発表の形式については、 プログラム編成の都合により、

　　　　　JCOMM 実行委員会にて検討させて頂きます。

●　参加申し込み：
　　下記を明記の上、 京都大学大学院　第五回 JCOMM 事務局
　　(jcomm5th@jcomm.or.jp) まで、 電子メールにてお申し込み
     ください。

　①氏名、②所属／勤務先、③連絡先 ( 住所、 tel、 e-mail)

　　※　参加申込締め切り日 ： 2010 年　７月　9 日 ( 金 )

　　※　参加費無料 ・ 資料代 3000 円

●　詳細：URL ： http://www.jcomm.or.jp/

●　問い合わせ先：
　　京都大学大学院　JCOMM 事務局 ( 担当 ： 藤井 ・ 北川 )
　　e-mail: info@ jcomm.or.jp

イ
ベ
ン
ト
案
内

第
五
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
開
催
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
案
内

平
成
二
十
二
年
度
J
C
O
M
M
賞

候
補
募
集
に
つ
い
て

　

メ
ー
ル
に
て
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
存
じ

ま
す
が
、
Ｊ
C
O
M
M
の
一
般
社
団
法
人

化
に
伴
い
、
こ
の
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

U
R
L
な
ら
び
に
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
致
し
ま

す
。

　

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
リ
ン
ク
、
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
の
変
更
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
◆

　

U
R
L

:http://w
w
w
.jcom

m
.or.jp/

　

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 info@
 jcom

m
.or.jp

　

前
回
の
J
C
O
M
M
開
催
時
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
、
参
加
者
の
方
に
ご
負

担
い
た
だ
く
「
資
料
代
」
の
金
額
に
つ
い
て
、

ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
第
五
回
J
C
O
M
M
で

も
、
前
回
と
同
額
の
三
○
○
○
円
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
を
確
保

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
開
催
の
資
料
代
に
つ
い
て

H
P
の
改
変
・メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
更
に
つ
い
て



2

る
思
い
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

都
市
と
交
通
の
改
善
を
志
す
上
で
、
一

人
一
人
の
“
人
心
”
の
問
題
こ
そ
が
中
心

的
課
題
な
の
だ
と
い
う
M
M
の
要
諦
に

改
め
て
触
れ
た
思
い
が
し
、
大
変
、
感
慨

深
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
富
山
市
は
い
よ
い
よ
次
年

度
に
「
コ
ト
バ
」
に
よ
る
M
M
を
行
政
施

策
と
し
て
展
開
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
都
市
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
改

善
の
う
ね
り
が
、
直
接
の
M
M
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
交
え
て
さ
ら
に
大
き
な

も
の
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
た

い
。

　
　
　
　

（
京
都
大
学 
　

藤
井　

聡
）
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第
6
回A

nnual 
Sm

arter 
C

hoices 
C

onference

が
2
0
1
0
年
2
月
2
4
日
、
ロ
ン
ド
ン
に

て
、
Ｒ
Ｐ
Ｓ
と
い
う
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

が
ス
ポ
ン
サ
ー
、
英
国
交
通
省
な
ど
の
後
援
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　｢Sm

arter 
C

hoices｣

は
、

英
国
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
（
ソ

フ
ト
交
通
施
策
）
の
総
称
で
す
。
こ
こ
で
は
、
二

〇
〇
九
年
に
終
了
し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
･
ト

ラ
ベ
ル
･
タ
ウ
ン
（
以
下
Ｓ
Ｔ
Ｔ
と
略
記
）
の
実

験
結
果
概
要
に
つ
い
て
速
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｍ
Ｍ
を
始
め
と
す
る
ソ
フ
ト
交

通
施
策
の
効
果
を
包
括
的
に
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
英
国
交
通
省
が
二
〇
〇
四

年
四
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
四
月
に
か
け
て
実

施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
交
通
省
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
主
に
人
件
費
と
し
て
一
千
万
ポ
ン

ド
の
予
算
を
計
上
し
（
そ
の
他
の
補
助
金
、
各

　

今
や
L
R
T
に
よ
っ
て
交
通
関
係
者

の
間
で
知
ら
ぬ
人
が
い
な
い
程
に
有
名

と
な
っ
た
富
山
市
。
そ
の
富
山
市
が
こ
の

度
い
よ
い
よ
、
ま
ち
な
か
の
都
心
エ
リ
ア

を
循
環
す
る
環
状
線
L
R
T
「
セ
ン
ト

ラ
ム
」
を
開
業
し
た
。
こ
の
L
R
T
は
写

真
の
通
り
、
多
く
の
交
通
関
係
者
が
イ

メ
ー
ジ
す
る
欧
州
の
L
R
T
の
姿
に
大

変
近
い
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
と
は
い
え

こ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
は
、
文
章

や
写
真
で
は
な
か
な
か
伝
え
き
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
セ
ン
ト
ラ

ム
の
開
業
は
、
そ
れ
を
実
際
に
目
に
す

る
富
山
市
の
一
人
一
人
の
住
民
に
様
々

な
明
確
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は

「
洗
練
」
さ
れ
、
「
都
会
的
」
で
、
し
か
も

「
ク
ル
マ
に
頼
ら
な
い
」
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
セ
ン
ト
ラ
ム
は

単
な
る
便
利
な
都
市
交
通
施
設
と
い

う
存
在
を
越
え
た
、
一
人
一
人
の
意
識

と
行
動
の
変
容
を
導
く
た
め
の
「
M
M
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
」
と
し
て
巨
大

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
富
山

市
の
森
市
長
と
面
談
し
た
折
に
そ
の
点

を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が

市
長
ご
自
身
が
L
R
T
開
業
に
か
け

第十二回

　 vol.1 交通エコロジー・モビリティ財団

JCOMM法人会員紹介

　

メ
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踏
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、
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の
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○
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。
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変
更
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つ
い
て

エコ通勤優良事業所
　認証ロゴマーク

英
国
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
報
告

都
市
の
予
算
を
合
わ
せ
る
と
住
民
1
人
1
年

あ
た
り
1
0
ポ
ン
ド
）
、
ソ
フ
ト
施
策
と
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
複
合
的
な
効
果
を
徹
底
的
に
検
証

し
ま
し
た
。
対
象
は
ワ
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ダ
ー
リ

ン
ト
ン
、
ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
の
三
都
市
で
、
そ
れ
ぞ

れ
６
―
１
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
ま
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
三
つ
の
都
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ

固
有
の
事
情
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
施
策
の
選
択
や

組
み
合
わ
せ
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ー
リ
ン

ト
ン
で
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
渋
滞

緩
和
、
そ
し
て
貧
富
の
差
に
起
因
す
る
健
康
格

差
の
緩
和
が
重
要
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
で
は
、
C
O
2
排
出

量
削
減
の
一
環
と
し
て
交
通
量
と
新
設
住
宅

用
地
の
増
加
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
、
歴
史

的
市
街
地
の
た
め
道
路
容
量
が
不
足
し
て
い
た

ワ
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
、｢

自
発
的
（vo

lu
n
tary

）

｣

な
行
動
変
容
を
促
す
施
策
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
M
M
施
策
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｆ
Ｐ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
徒
歩

や
自
転
車
の
利
用
促
進
、
公
共
交
通
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
情
報
提
供
、
職
場
と
学
校
で
の
ト

ラ
ベ
ル
プ
ラ
ン
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
速
報
と
し
て
、
全
て
の

都
市
で
期
待
通
り
の
効
果
が
得
ら
れ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
（グ
ラ
フ
参
照
）
。

実
施
し
た
施
策
の
組
み
合
わ
せ
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
、
詳
細
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
J
C
O
M
M
事
務
局
と
し
て
も
、
引
き
つ

づ
き
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
報
告

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介

      vol.1 

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

　　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
J
C
O
M
M
法
人
会

員
の
M
M
の
取
り
組
み
を
、
一
社
ず
つ
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

当
財
団
に
お
け
る
Ｍ
Ｍ
関
連
の
取
組
み
と
し

て
、
「
小
学
校
に
お
け
る
交
通
環
境
学
習
の
普

及
」
と
「
エ
コ
通
勤
優
良
事
業
所
認
証
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
交
通
環
境
学
習
の
普
及
」

は
、
平
成
1
4
年
度
に
大
阪
府
和
泉
市
を
支

援
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
現
在
は
石
川
県
金 

沢
市
や
岐
阜
県
御
嵩
町
に
対
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
や
資
金
面
で
の
支
援
を
行
い
、
交
通
環
境

学
習
を
継
続
的
に
実
施
す
る
拠
点
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
識
経
験
者
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
た
普
及
活
動
に
も
取
組
み
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
宣
言
や
テ
キ
ス

ト
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
通
勤
優
良
事
業
所
認
証
制
度
」
は
、
エ
コ

通
勤
に
関
す
る
取
組
み
を
推
進
し
て
い
る
事

業
所
を
優
良
事
業
所
と
し
て
認
証
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
取
組
み
事
例
を
広
く
周
知
す
る
こ

と
に
よ
り
エ
コ
通
勤
の
普
及
促
進
を
図
る
も
の

で
、
平
成
2
1
年
6
月
に
公
共
交
通
利
用
推

進
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
に
お
い
て
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
（
国
土
交
通
省
と
当
財
団
が

共
同
事
務
局
）
。
平
成
2
2
年
2
月
末
ま
で
に

2
0
7
事
業
所
が
認
証
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

当
財
団
で
は
こ
れ
ら
の
更
な
る
普
及
を
行

い
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
ひ
い
て
は
運
輸

部
門
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　
　


